
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大熊町熊川集落・小良浜集落は、農家戸数

５４戸、農用地面積７６ｈａの集落で、水稲

単一及び一部果樹経営の兼業農家が多い集落

です。 

 平成１８年に、「集落の農業・農地はみん

なで守り、未来ある農業へ取り組もう」とい

ことから集落営農について話し合いを重ね、

平成１９年２月１８日に設立されました。 

 これまで、集落内の転作の核としては、大

豆を個人で取り組んでいましたが、良い大豆

をより多く生産するためには地域ぐるみでの

取り組みが必要であることから、営農改善組

合設立を機に次年度に向けた話し合いが持た

れてきました。その結果、大豆作付が６ｈａ

と前年度より大幅に拡大しました。 

 大豆はこれまで個人の取り組みでやってき

ましたが、今回、大豆生産組織として「久麻

川農業振興組合」を立ち上げ、集落ぐるみの

取り組みを行うとともに水田経営所得安定対

策へ加入しました。良品質・多収大豆生産を

目指すため、団地化、無人ヘリによる共同防

除及び共同作業等を実施し、２１年はブロッ

クローテーション（大豆作付を１年のみとす

る）を検討しています。  
 

     年次別大豆作付 

（ 

 
 また、水稲の取り巻く情勢は厳しく、生産

資材の高騰、米価の下落、農業機械の更新不

能という課題が多くあります。これらの課題

を解消するため次年度に向けて、農地の利用

調整及び農作業受委託の調整、水田経営所得

安定対策の加入を視野にいれ、水稲の生産組

織（集落ぐるみ型）について検討していく予

定です。 
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大豆を核とした集落営農

の取り組み！(水田経

営所得安定対策加入

で急遽倍増に！) 
ＪＡふたば 木口 一郎 

うつくしま水田農業ビジョン通信 Vol.５４  平成２０年８月２２日 

ＪＡグループ福島県域営農センター・福島県水田農業産地づくり対策等推進会議 
（福島市飯坂町平野字三枚長１－１ ℡ ０２４－５５４－３０７２ Ｆａｘ０２４－５５４－６０２２） 

http://www.fs-suishin.jp/04_doc/04_vision.html 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ＪＡ新ふくしまでは今年 3 月から 5 名のメ

ンバーで担い手支援チーム（ＡＳＴ）を立ち

上げ５ヶ月が経過し徐々に訪問活動の効果が

現れ、今後の活動に手応えを感じています。 
ＡＳＴの具体的な活動についてはＪＡが担

い手として登録された約 700名の担い手農家

を対象に、①各種情報の提供や担い手からの

多くの質問・要望に対しての回答、②技術指

導や営農指導に関すること、③農業関連資金

や補助金、ＪＡ運営に関することなどについ

て対処しています。 
担い手農家に対しきめ細かな対応を繰り返

し、質問に対しても丁寧な回答をすることで

訪問活動が喜ばれています。今後も担い手の

経営に少しでも役立つよう努めるとともに、

メンバーは訪問先では農家の作業の支障にな

らないように対応することや、農家生産者に

会えない場合でも資料と伝言メモを置くなど

訪問先への気配りをした活動をしています。 
今までの活動の主な成果としては、当初は

単なる意見や要望・苦情等が多かったものが、

訪問を重ねるごとに内容が変わり、農業資金

等の融資の相談や、農地の貸借・農作業員の

斡旋など日頃の農業経営に関わる相談が増え

てきました。認定農業者への誘導、後継者の

担い手登録なども増えてきています。「より早

く、より確実に」をモットーにした活動の成

果が生産者からは親切丁寧な対応として喜ば

れているからだと考えています。 
支援チームでは毎朝の全員ミーティングで

農業情勢や市況などの一般情報と個々の訪問

先の農家に知らせる情報の確認をし、一人一

日に農家 5～12名を訪問して情報の収集と発

信をしています。センターに戻ってからは日

報に訪問結果を記入し、メンバー全員が揃っ

た時点でその日の活動内容の報告と、収集し

た情報を対策室ＡＳＴメンバーで分析・共有

し、必要情報は関連部署に早急に繋ぎます。

情報の共有化は担い手農家へ技術的な指導だ

けではなく、販売や経営管理指導にも効率的

に活用されています。 
収集された情報は、定期的にＡＳＴ活動報

告会を本店で開催し、常勤役員、各室部長に

報告され、意見交換されることでＪＡ運営に

反映される仕組みになっています。 
また、日報は当初、担当常務までの回覧と

していましたが、定期的な報告会のみではＪ

Ａ内の情報の共有に時間のロスができるとい

うことから、会長・理事長を初め全ての常勤

役員に回覧するよう改めました。 
メンバーは、ＡＳＴ設置の当初の目標であ

る担い手農家の経営計画書の策定や分析・税

務相談などの経営全体の相談活動を１戸でも

多く取り組むことを目標に訪問活動を行なっ

ています。 

 
 
 

 

“ＪＡ新ふくしま 担い手

農家を支援するＡＳＴチー

ム”の活躍 
       営農部次長兼室長 

菅野 良弘 
 

 


